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１　はじめに

中国は、日本の生鮮野菜輸入量の64％
（2021年、数量ベース）を占める最大の
輸入先であり、同国の生産動向は、わが
国の野菜需給に大きな影響を及ぼしてい
る。

本誌では2020年９月号から21年９月
号までの間、日本の生産者から流通関係
企業、消費者まで広く関心が高い品目を
対象に、６回にわたり中国の野菜生産と
消費および輸出について最新の動向を報

告した。22年度は新たに６品目を追加し
報告する。

前回報告に続く第９回目となる本稿で
は、「たたきごぼう」としておせち料理に
も供され日本の食文化に関わりが深いほ
か、弁当の総菜などの加工・業務用食材
としても多く利用され、食物繊維やポリ
フェノールが豊富な「ごぼう」を取り上
げる。

ごぼうは、生鮮および塩蔵品輸入量のほ
ぼ全量を中国産が占めており、冷凍品に関
しては全量中国産である（図１）。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向
（第９回：ごぼう）

近年、中国産ごぼうは国内での認知度の向上を背景に増産傾向にあるものの、栽培お
よび調製コストはともに上昇傾向にある。中国産ごぼうは、日本の総輸入量の９割以上
を占めるが、2021年の同国産ごぼうの輸出量は、日本や韓国など従来の主要輸出先へ
の安定的な輸出実績に加え、台湾やベトナムといった新興輸出先での需要拡大を背景に
全体的に増加しており、22年上期においても、日本向けが前年同期比で減少する中、同
様の傾向が続いている。今後、同国内での需要の高まりと併せ、輸出先の多様化が進む
中国産ごぼうは、増産傾向の持続が、輸出量の安定のカギを握るものと考えられる。

調査情報部

【要約】

海外情報

中国

7,934トン

100%

冷凍

中国

971トン

98%

ベトナム
20トン
2%

塩蔵

総輸入量

991トン

中国

46,444トン

99%

台湾
575トン

1%

生鮮

総輸入量

47,019トン

総輸入量

7,934トン

図１　日本の国別ごぼう輸入量（2021年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0706.90-010（生鮮）、0710.80-030（冷凍）、0711.90-093（塩蔵）
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本稿では、ごぼうの主産地である中国・
山東省および江蘇省での聞き取りを中心と
した調査結果について、統計データと併せ
て報告する。

なお、本稿中の為替レートは、１中国
元＝ 20.67円（三菱ＵＦＪリサーチ＆コ
ンサルティング株式会社「月末・月央平
均為替相場」の22年９月末日ＴＴＳ相場）
を使用した。

２　日本における中国産ごぼうの位置付け

日本におけるごぼう生産は、作付面積お
よび収穫量ともに減少傾向にあり、作付面
積は8000ヘクタールを、収穫量では15
万トンを割る状態が続いている。なお、
2021年産（４月～翌３月）は、作付面積
が7410ヘクタール（前年比1.2％増）、収
穫量は13万2800トン（同4.6％増）と、
20年産が春先の低温や夏季の長雨・日照
不足などの影響を受けて例年以上に減少し
た反動から増加した（図２）。

一方で、生鮮ごぼうの輸入量は、20年
を除きおおむね５万トン弱の状態が続い
ている。19年は、日本国内のごぼうが安
値で推移したことなどを背景に、４万
4575トン（同9.2％減）と前年をかなり
の程度下回った。また20年も、新型コロ
ナウイルス感染症（COVID-19）による
外食産業などの需要減を受けて加工・業
務用需要が大きく減少したことから、

４万504トン（同9.1％減）とさらに減少
した（図３）。なお21年は、加工・業務
用需要が回復に向かう中で、中国での20
年産秋作の作柄が良好だったことなどを
受け４万7019トン（同16.1％増）と大
幅に増加した。輸入先別に見ると、台湾
産およびベトナム産がごくわずかにある
ものの、ほとんどが中国産となっている。

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
　注：主産区分（主たる収穫・出荷期間）は、４月～翌３月。
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図２ 日本のごぼうの作付面積・収穫量の推移
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資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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図２　日本のごぼうの作付面積・収穫量の推移
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過去５カ年の生鮮ごぼうの月別輸入量を
見ると、年によって異なるものの、年間を
通じて一定量が輸入されており、特におせ

ち料理をはじめとした年末年始の需要期前
の10 ～ 12月に増加する傾向がみられる

（図４）。 

東京都中央卸売市場の中国産ごぼう平均
取引単価は、国内産が安値で推移した19
年などを除き、国内産平均取引単価の５～
６割の水準である。15年以降は、おおむ

ね１キログラム当たり200円前後と国内
産と比較して安定して推移しているが、こ
の10年間で見ると３割強の上昇となって
いる（図５）。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0706.90-010

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：ＨＳコード0706.90-010
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資料：農畜産業志向機構「ベジ単」（原資料：財務省「貿易統計」）
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図４　日本の生鮮ごぼうの月別輸入量の推移

図３　日本の生鮮ごぼう輸入量の推移
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３　生産動向

（１）中国の主産地と生産概況
中国のごぼう主産地として、山東省、江

こう

蘇
そ

省、陝
せん

西
せい

省、河
か

南
なん

省、湖
こ

北
ほく

省、安
あん

徽
き

省、

浙
せっ

江
こう

省などが知られている（図６）。各地
域の収穫最盛期は、春播

ま

きで同年の年末前、
秋播きで翌年の初夏が大体の目安となる

（表１）。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）
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図５ 国内産および中国産の平均取引単価（東京都中央卸売市場）の推移

（円/kg）

（年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

中国の主要ごぼう産地は山東省と江蘇省であるが、
ほか地域（薄茶色）でも少量生産がある。
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図５　国内産および中国産の平均取引単価（東京都中央卸売市場）の推移

図６　中国のごぼう主産地

資料：関係者の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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このうち、山東省と江蘇省は作付面積上
位１、２位を占め、特に山東省の蘭

らん

陵
りょう

県
や江蘇省の徐

じょ

州
しゅう

市（豊
ほう

県、沛
はい

県）は、ご
ぼう生産の歴史が長いといわれている。近
年の両省の作付面積などを見ると、ごぼう
の栄養価が中国国内の消費者に浸透したこ

とで、国内の需要が増加傾向にあり、両省
のごぼうの作付面積と収穫量は年々増加
し、単収もおおむね１ヘクタール当たり
41トン強で推移し、日本産の単収（17.9
トン：21年産）を大きく上回る状況にあ
る（表２、３）。

（２）主産地の栽培暦および栽培品種
ごぼうの作型は春播きと秋播きの２種

類があり、春播きは11月頃に収穫され、
秋播きは６月頃に収穫される（表４、写
真１）。なお、秋播きはコガネムシの幼虫
からの被害を避けるために、圃

ほ

場
じょう

におけ
るコガネムシの発生状況を注視するとと
もに、速やかな収穫（遅くとも６月末に
収穫を終えること）が推奨されている。

また、江蘇省農業農村局のホームペー
ジでは、2019年の生産者への聞き取り情
報として、連作障害を防ぐために、ごぼ
う収穫後にほうれんそうを作付けし、ほ
うれんそうを収穫して数カ月後に再びご
ぼうを作付けし、その収穫後にトウモロ
コシを作付けるといった輪作を行ってい
ることが紹介されている。

表１　各地のごぼう収穫時期
省 収穫最盛期

春播き
山東、江蘇、浙江、安徽、河南、湖北 11 月

陝西 10 月

秋播き
山東、江蘇、浙江、安徽、河南、湖北  6 月

陝西  5 月
資料：関係者の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表３　ごぼうの作付面積、収穫量、単収の推移（江蘇省）
作付面積 
（ha）

収穫量 
（万トン）

単収 
（トン /ha）

2016 年 3,667 15.1 41.18
2017 年 3,733 15.4 41.12
2018 年 3,787 15.6 41.20
2019 年 3,833 15.9 41.48
2020 年 3,933 16.3 41.44

資料：江蘇省農業農村庁栽培管理処

表２　ごぼうの作付面積、収穫量、単収の推移（山東省）
作付面積 
（ha）

収穫量 
（万トン）

単収 
（トン /ha）

2016 年 13,333 55.0 41.25
2017 年 14,000 58.0 41.43
2018 年 14,200 58.5 41.20
2019 年 14,333 59.0 41.16
2020 年 14,667 60.4 41.18

資料：山東省農業農村庁栽培管理処
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山東省や江蘇省で栽培される品種は、
日本の種苗メーカーによるものが多く普
及している（表５、写真２）。

また、中国では知的財産権の保護や、
特色ある農産物の地域ブランドを形成し、
有力な地域産業の育成に寄与するための
地理的表示登録制度が運用されている。
山東省、江蘇省のごぼうは、それぞれ地

理的表示の登録が認められているものが
ある。参考に示す特徴のほか、生産、貯
蔵方法などについても各種規格に準じた
上で、生産記録などを保存する必要があ
る。

表４　ごぼう（春・秋播き）の栽培暦

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

（春播き） ● ● ● ■ ■

（秋播き） ■ ■ ● ● ●

（春播き） ● ● ■ ■

（秋播き） ■ ■ ● ● ●

●播種　■収穫

資料：山東省農業農村庁栽培管理処、江蘇省農業農村庁栽培管理処

月

12

山東省

江蘇省

1 2 3省 4 5 6 7 8 9 10 11

表４　ごぼう（春・秋播き）の栽培暦

写真１ ごぼうの播種（左）と収穫（右）の様子
（出典：山東蘭陵県広播電視台）

写真２　柳川理想
（出典：山東省高密市盛华食品有限公司）

資料：山東省農業農村庁栽培管理処、江蘇省農業農村庁栽培管理処

表５　山東省や江蘇省で生産される
ごぼうの主な品種

品種 特徴

柳川理想 春播きと秋播きが可能。割れ根が少なく、根
の長さは 75cm、太さは 3cm ほどになる。

渡辺早生 春播きに適している。 
根の長さは 70cm ほどで、中早熟品種。

地皇 秋播きに適している。白く肉質が柔らかい。

資料：関係者の聞き取りを基に農畜産業振興機構作成
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（３）栽培コスト
山東省で生産されるごぼうの栽培コスト

（10アール当たり）を見ると、2017年産
および20年産ともに人件費が３割を占め
ており、次いで農業機械・器具類、借地料
が続く（表６）。17年産から20年産の３
年間では、全ての項目でコストが増加して
いる。コスト全体に占める割合が高い人件
費では150元（3101円、17年比10.0％
高）、農業機械・器具類では75元（1550
円、同8.3％高）とそれぞれ上昇している。

江蘇省の栽培コストも人件費が３割を占
め、次いで農業機械・器具類、借地料と続
き、17年産から20年産の３年間で全ての
項目でコストが上昇するなど、山東省と同
様の傾向がみられる（表７）。

また、両省では農業機械・器具類にかか
る費用がごぼうの栽培コストの約２割を占
めている。途中で分岐などせず真っすぐな

ごぼうを生産するには１メートルほどの深
耕作業が必要であり、従来、播種や収穫と
併せ、多大な作業時間と労力がかかってい
たが、機械化が進んだことで作業効率が向
上し、さらに収量も増加したといわれてい
る（写真３）。

近年のごぼう生産を取り巻く状況とし
て、他の品目と同様に人件費および借地料
の上昇による栽培コストの上昇が課題と
なっている。特に、地中深く伸びるごぼう
は石や粘土の少ない深い作土を必要とし、
栽培できる圃場が限られるため、借地料上
昇の影響が大きい。また、上述のように、
ごぼう栽培は作業時間が比較的多くかかる
が、若手を中心とした都市部への出稼ぎ労
働者（農民工）の増加傾向は依然として継
続しており、労働力の確保も課題とされて
いる。

参考　地理的表示登録が認定されているごぼう（山東省・江蘇省）
省 品名 登録年 地域・規模 その他（規格など）

山東省 蒼山ごぼう 2010 年 蘭陵県荘武鎮の 19 の行政村 
作付面積は約 1700ha

長さ約 70 ～ 100cm。茎は細長く、
太さが均一であること、詳細な等級
は以下の通り。 
 
長さ等級 
A 級：長さ 70 ～ 110cm 以上 
B 級：長さ 30 ～ 50cm 
直径等級 
L 級：直径 2.4cm 以上 
M 級：直径 1.8 ～ 2.4cm 
S 級：直径 1.8cm 以下 
 
※虫害や傷、腐敗などがないことも
条件

江蘇省 豊県黄皮ごぼう 2020 年
徐州市豊県の３郷と 15 の行政村 
作付面積は約 2000ha 
生産量は約６万トン / 年

真っ直ぐで太さが均一であること。 
長さ：70 ～ 100cm 
直径：約 2.5cm 
重量：約 400g

資料：農産物の地理的表示情報照会ネットワークを基に農畜産業振興機構作成
　注：記載内容は登録当時のもの。
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（４）調製コスト
山東省のごぼう加工業者は、「蒼山ごぼ

う」ブランドを有する蘭陵県に集中して
いる。ごぼうの１トン当たり調製コスト
を見ると、その大部分を占めるのは人件
費、梱包資材費、輸送費であり、この３
つで８割以上を占めている（表８）。また、
2017年産から20年産の３年間で、人件
費が405元（8372円、17年産比32.5%
高）と大幅に上昇しているが、これは、
17年 の 賃 金 が １ 日 当 た り 平 均130元

表６　10アール当たりのごぼうの栽培コスト（山東省）

項目
2017 年 2020 年 2020 年 

/2017 年比 
（増減比）人民元 日本円 栽培コスト

の構成比 人民元 日本円 栽培コスト
の構成比

人件費 1,500 31,005 30.8% 1,650 34,106 31.0% 10.0%

農業機械・器具類 900 18,603 18.5% 975 20,153 18.3% 8.3%

借地料 750 15,503 15.4% 825 17,053 15.5% 10.0%

種苗費 675 13,952 13.8% 705 14,572 13.3% 4.4%

肥料費 600 12,402 12.3% 645 13,332 12.1% 7.5%

諸材料費 300 6,201 6.2% 345 7,131 6.5% 15.0%

農薬費 75 1,550 1.5% 90 1,860 1.7% 20.0%
その他（雑費・光
熱費など） 75 1,550 1.5% 83 1,716 1.6% 10.7%

合計 4,875 100,766 100.0% 5,318 109,923 100.0% 9.1%
資料：山東省農業農村庁栽培管理処および中国農業農村部情報センターへの聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表７　10アール当たりのごぼうの栽培コスト（江蘇省）

項目
2017 年 2020 年 2020 年 

/2017 年比 
（増減比）人民元 日本円 栽培コスト

の構成比 人民元 日本円 栽培コスト
の構成比

人件費 1,650 34,106 31.9% 1,725 35,656 31.4% 4.5%

農業機械・器具類 930 19,223 18.0% 1,005 20,773 18.3% 8.1%

借地料 795 16,433 15.4% 855 17,673 15.6% 7.5%

種苗費 705 14,572 13.6% 735 15,192 13.4% 4.3%

肥料費 615 12,712 11.9% 645 13,332 11.7% 4.9%

諸材料費 330 6,821 6.4% 353 7,297 6.4% 7.0%

農薬費 68 1,406 1.3% 83 1,716 1.5% 22.1%
その他（雑費・光
熱費など） 83 1,716 1.6% 90 1,860 1.6% 8.4%

合計 5,176 106,988 100.0% 5,491 113,499 100.0% 6.1%
資料：江蘇省農業農村庁栽培管理処および中国農業農村部情報センターへの聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

写真３　機械によるごぼうの収穫風景
（出典：消費日報）
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（2687円）程度だったのに対し、20年に
は同180元（3721円）に上昇したことが
要因となっている。ごぼうは冷蔵コンテ
ナで温度管理して輸送することで欠損率
を３％程度に抑えているが、輸送費も３
年間で50元（1034円、同16.7%高）と
大幅に上昇し、調製コスト全体で520元

（１万748円、同19.5%高）上昇した。
また、江蘇省のごぼう加工業者は、「豊

県ごぼう」ブランドを形成している徐州
市の豊県や、隣接する沛県に集中してい
る。ごぼうの１トン当たり調製コストを

見ると、同じく人件費、梱包資材費、輸
送費であり、同様に８割以上を占めてい
る（表９）。特に人件費の変動による調製
コスト全体への影響は大きく、17年産か
ら20年産の３年間で43.8%上昇し、対
17年産比で見ても人件費が調製コストの
上昇に大きな影響を及ぼしていることが
分かる。

栽培コスト同様、山東省および江蘇省
のどちらも人件費の上昇が調製コストに
大きな影響を及ぼしており、今後の課題
の一つであるといえる（写真４、５）。

表８　１トン当たりのごぼう調製費（山東省）

項目
2017 年 2020 年 2020 年 

/2017 年比 
（増減比）人民元 日本円 栽培コストの

構成比 人民元 日本円 調製コストの
構成比

人件費 1,245 25,734 46.6% 1,650 34,106 51.7% 32.5%

梱包資材費 750 15,503 28.1% 760 15,709 23.8% 1.3%

輸送費 300 6,201 11.2% 350 7,235 11.0% 16.7%

設備の減価償却費 150 3,101 5.6% 180 3,721 5.6% 20.0%

管理費 125 2,584 4.7% 150 3,101 4.7% 20.0%

水道光熱費 100 2,067 3.7% 100 2,067 3.1% 0.0%

合計 2,670 55,189 100.0% 3,190 65,937 100.0% 19.5%
資料：山東旭昇食品有限公司への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成

表９　１トン当たりのごぼう調製費（江蘇省）

項目
2017 年 2020 年 2020 年 

/2017 年比 
（増減比）人民元 日本円 栽培コスト

の構成比 人民元 日本円 調製コスト
の構成比

人件費 1,008 20,835 43.4% 1,450 29,972 51.2% 43.8%

梱包資材費 700 14,469 30.1% 720 14,882 25.4% 2.9%

輸送費 263 5,436 11.3% 285 5,891 10.1% 8.4%

設備の減価償却費 130 2,687 5.6% 140 2,894 4.9% 7.7%

管理費 123 2,542 5.3% 137 2,832 4.8% 11.4%

水道光熱費 100 2,067 4.3% 100 2,067 3.5% 0.0%

合計 2,324 48,037 100.0% 2,832 58,537 100.0% 21.9%
資料：徐州康匯百年食品有限公司への聞き取りを基に農畜産業振興機構作成



野菜情報 2022.1163

写真４　ごぼう加工の様子
（出典：徐州康匯百年食品有限公司（左）、山東蘭陵県広播電視台（右））

写真５　輸出向け加工済みごぼう
（出典：兰陵县富盛蔬菜食品有限公司（左）、山東蘭陵県広播電視台（右））

中国では、近年の消費者の健康志向の高まりを受け、ごぼうの栄養価に対する理解や
認知が深まり、食物繊維が豊富な生鮮野菜としての評価から消費が伸びている。しかし、
日本のように野菜として消費する習慣がなかったことから、以前は生鮮食品としての需
要よりも、薬用としての消費が主流であった。現在でも同国では、ごぼう茶やごぼう酒
などの加工製品が多く流通している（コラムー写真１）。

【コラム】　中国のごぼう加工製品について

コラム－写真１　ごぼう加工製品（左：ごぼう茶、右：ごぼう酒）
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４　国内販売の動向

山東省農業農村庁の統計によると、中
国で出荷量の最も多い山東省で収穫され
たごぼうは、その59％が中国国内の市場
に仕向けられ、残りが輸出用として出荷
されている（図７）。一方、出荷量第２位
の江蘇省を見ると、江蘇省農業農村庁の
統計から収穫量の45％が国内向けである
ことが分かった（図８）。国内向けと輸出
向けの割合は山東省と逆転しているが、
どちらも国内仕向割合が近年上昇してい

る。この動きは、現地関係者によると、
近年は中国国内でも加工製品の消費が増
える状況にある中、日本において中国産
ごぼうの農薬に関する監視強化が一定期
間実施された（注）ことも影響したものと考
えられるということであった。

（注）　「平成31年度輸入食品等モニタリング計画」の実
施について（中国産赤とうがらしのトリアゾホス
及びクロルプロファム並びにごぼうのクロルピリ
ホス並びにマレーシア産その他のゆり科野菜のク
ロルピリホス）

　　　https://www.mhlw.go.jp/content/11130500
　　　/000580507.pdf

中国農業農村部のホームページによると、江蘇省豊県では、ごぼう茶やごぼう酒のほ
か、ごぼうソースといった食料品にとどまらず、ごぼうを原料としたせっけんなど、多
岐にわたる製品が加工・生産されている。これは、同地にごぼうの加工・販売企業が集
中しており、それぞれの企業が高品質で市場のニーズに応える製品の生産に向け、研究
開発に勤しむ土壌があることが背景にある。例えば、ごぼう茶（コラム－写真２）の生
産では、１メートルほどあるごぼうの上部と下部を除去した中間部50センチメートル
のみを利用することで高い品質を謳

うた

うなど、日本酒の精米歩合のように製品の差別化を
図る企業も多く存在する。さらに、ごぼうを均等にスライスする作業も技術が必要で、
作業を全自動化することで品質の安定化を図っている。なお、豊県では、ごぼうの栽培
実証区、研究センター、加工施設および物流拠点を集約した産業団地を計画・建設中で
あり、今後、同県産ごぼう加工品のさらなる進展が期待されている。

コラム－写真２　ごぼう茶（スライス）
（出典：兰陵县富盛蔬菜食品有限公司）
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なお、近年の中国国内のごぼう卸売価格
を見ると、山東省産も江蘇省産も緩やかに
下落傾向で推移している（図９、10）。こ
れは、ごぼうの栄養価を評価する消費者の
増加に伴う需要の高まりを受け、生産量お

よび出荷量が増加基調となり供給が潤沢と
なったことで、価格が下がったものと考え
られる。

また年間の価格動向を見ると、例年、両
省産ともに２月の春節（旧正月）に向けた
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資料：山東省農業農村庁栽培管理処
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図７　ごぼうの仕向け先出荷量と国内仕向割合（山東省）

図８　ごぼうの仕向け先出荷量と国内仕向割合（江蘇省）

資料：山東省農業農村庁栽培管理処

資料：江蘇省農業農村庁栽培管理処
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需要の高まりを受けて年初に最も高くな
り、その後、収穫時期に合わせて出荷量が
増加するのに伴い価格が低下し、年末に最
も低くなる。なお、特徴的な動きとして、
COVID-19の影響を受けて価格が上昇し
た品目が数多くある一方で、ごぼうは感染
が拡大した2020年以降も例年と同様の傾

向で推移する中、近年、価格差がなかった
山東省産と江蘇省産については、21年の
８月から年末にかけて、山東省産のみ１キ
ログラム当たり３元（62円）台まで下落
した一方で、江蘇省産は比較的安定して４
元（83円）台を推移した点が挙げられる。
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図９ ごぼうの月別卸売価格の推移（山東省）
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資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成
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図１０ ごぼうの月別卸売価格の推移（江蘇省）
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資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成

図９　ごぼうの月別卸売価格の推移（山東省）

図10　ごぼうの月別卸売価格の推移（江蘇省）

資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成

資料：中国商務部（全国農産品商務信息公共サービスプラットフォーム）のデータを基に農畜産業振興機構作成
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５　輸出状況

従来、日本および韓国向けが中国産生
鮮ごぼう総輸出量の９割以上を占めてい
たが、2021年は日本および韓国向け以外
への輸出量が増加している。特に、台湾
とベトナム向けは２万6060トン（前年比
９倍）、２万4883トン（同186倍）とそ
れぞれ急増したことで輸出総量も16万ト
ン（同94.4％増）と大幅に増加した（図
11）。この背景について、直接的な理由
は判明しないものの、上述の日本におけ
る中国産ごぼうの農薬に関する監視が一
定期間強化されたことが、同国の輸出企
業における輸出先の多様化を助長したこ
とも想定される。

その他（２万8503トン、同5.0倍）と
して、タイ（7495トン、同3.2倍）、マレー
シ ア（6786ト ン、 同43.8倍 ）、 ロ シ ア

（4738トン、63.2%増）向けなどとなっ
ている。 22年についても、１～７月まで
の輸出量が８万8152トンと20年の輸出
量を突破するなど21年と同様の傾向で推
移している。一方で、日本向け輸出量は
２万3957トン（前年同期比12.8%減）と
減少している。

また、平均単価については、図11のと
おり19年以降下落傾向にあったが、22年
に入り上昇傾向で推移している。

中国税関総署によると、蘭陵県を管轄
する臨沂税関では、同県内のごぼう輸出
企業23者が登録されており、21年は３万
トン以上の生鮮ごぼうが輸出され、前年
から49.3％増加したとのことである。ま
た、蘭陵県の輸出業者によると、22年の
ごぼう輸出契約は前年から約20％増加
し、注文数に応じた播種が完了している
という。
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資料：「Ｇｌｏｂａｌ Ｔｒａｄｅ Ａｔｌａｓ」

注１：ＨＳコード07069000
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図11　中国の生鮮ごぼう輸出量と平均単価の推移

資料：「Ｇｌｏｂａｌ　Ｔｒａｄｅ　Ａｔｌａｓ」
注１：ＨＳコード07069000
注２：22年は1～7月分
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６　おわりに

中国産ごぼうは、国内需要の増加に応え
る形で近年増産傾向にあり、かつては同国
内では比較的珍しい野菜であったが、国内
流通量の増加に伴い、平均卸売価格は下落
基調にある。このような中、生産および調
製コストは人件費を中心に上昇基調にあ
り、労働力や圃場の確保といった課題も存
在する。

また、21年には輸出量が急増し、22年
もその傾向が続いているとみられるが、
22年上半期の日本への輸出量は減少傾向

を示している。中国産は日本の輸入総量の
９割以上を占めるとともに、日本における
生鮮ごぼう供給量の約２割を占めている
が、近年では台湾やベトナムといった新興
輸出先への輸出量の増加が顕著であり、日
本向けと同程度の規模まで成長している。

日本におけるごぼう生産量が減少傾向で
推移する中、国内での安定供給の確保に向
けて、引き続き、日本の需要動向およびそ
れに伴う輸入量、そして他国の輸入や消費
動向について幅広く注視していくことが必
要であると考える。


